
2016.10 第42号 6

一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　 わ た し 　 ま ち

役
七
夕
の
伝
統
継
承
の
た
め
、
日
本
遺
産
申
請
を

質
　
国
が
文
化
財
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
包
括
的
に
支
援

す
る
新
政
策
「
日
本
遺
産
」。
役
七
夕
の
伝
統
継
承
に
道
筋

を
つ
け
る
絶
好
の
好
機
だ
。
申
請
の
要
件
を
満
た
す
に
は
県

を
ま
た
い
だ
連
携
が
必
須
と
な
る
が
。

答　

役
七
夕
で
申
請
す
る
に
は
、
同
じ
ね
ぶ
流
し
行
事
で
、

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
青
森
の
ね
ぶ
た
」
や
「
弘
前

の
ね
ぷ
た
」、「
秋
田
の
竿
燈
」
等
と
連
携
し
た
、「
シ
リ
ア

ル
型
」
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
役
七
夕
の
ほ
か
、
北
前
船

寄
港
地
や
菅
江
真
澄
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
遺
産
登
録
に
向
け

た
動
き
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
動
向
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

地
域
経
済
へ
の
影
響（
打
撃
）の
は
か
り
方

質
　
イ
オ
ン
側
の
報
告
で
は
年
内
に
着
工
申
請
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
市
長
は
出
店
が
確
定
し
た
段
階
で
地
域
経
済
へ
の

影
響
を
再
検
証
す
る
と
繰
り
返
し
て
き
た
。
調
査
は
、
い
つ
、

ど
ん
な
項
目
で
行
う
予
定
か
。

答　

最
初
の
出
店
計
画
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
て
お
り
、
今

後
明
ら
か
に
さ
れ
る
計
画
の
全
容
を
確
認
し
た
段
階
で
再
度

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
外
洋
の
洋
上
風
力
、
送
電
網
は
空
き
ゼ
ロ

○
自
治
会
館
修
繕
補
助
金
、
そ
の
使
い
勝
手

○
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
拡
大
を

（
議
会
改
革
を
推
進
す
る
諸
派
の
会
）

小 

野
　
　 

立

役
所
内
で
政
党
新
聞
の
勧
誘
・
集
金
を
や
め
よ

質
　
課
長
級
以
上
54
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
不
必
要

と
捉
え
つ
つ
、
市
議
か
ら
の
勧
誘
を
断
れ
ず
に
や
む
を
得
ず

52
名
が
不
満
な
が
ら
購
読
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
公
務
員
の
中

立
性
、
公
平
性
か
ら
し
て
す
ぐ
に
も
や
め
る
べ
き
。

答　

現
在
、
就
業
時
間
外
に
お
け
る
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内

で
の
勧
誘
、
配
布
、
集
金
は
制
限
等
を
行
っ
て
い
な
い
。
新

庁
舎
は
執
務
ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
と
な
る
な
ど
、

庁
舎
の
形
状
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
公
務
の
円
滑
な
遂
行

や
中
立
性
の
観
点
か
ら
、
政
党
機
関
紙
に
限
ら
ず
、
庁
舎
内

で
の
物
品
の
販
売
、
勧
誘
等
の
行
為
は
、
他
市
の
事
例
も
参

考
に
し
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。

地
元
経
済
波
及
効
果
に
資
す
る
宿
泊
補
助

質
　
交
流
人
口
を
ふ
や
し
地
元
の
経
済
波
及
効
果
に
貢
献
す

る
に
は
、
合
宿
も
大
会
参
加
も
関
係
な
い
は
ず
。
い
か
に
多

く
の
人
に
能
代
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
能
代
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事
。
補
助
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
。

答　

補
助
金
交
付
の
趣
旨
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
・
文

化
活
動
等
に
よ
る
滞
在
型
観
光
施
策
と
し
て
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
滞
在
型
観
光

を
一
層
進
め
て
い
く
た
め
、
そ
の
条
件
等
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
落
合
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
早
期
の
整
備
を
望
む

○
除
雪
車
運
行
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
考
え
方

（
平
政
・
公
明
党
）

後 

藤
　
　 

健

職
員
の
意
識
改
革
、
業
務
改
善
を
進
め
る
取
り
組
み

質
　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
業
務
内
容
も
変
化
す
る
が
、

で
き
る
業
務
量
に
は
限
り
が
あ
り
「
継
続
す
べ
き
業
務
、
新

た
に
ふ
え
た
業
務
、
見
直
し
す
べ
き
業
務
」
と
業
務
の
質
的

組
み
か
え
が
必
要
で
あ
る
。
取
り
組
み
を
進
め
る
考
え
は
。

答　

各
部
局
の
業
務
量
と
職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
く

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
が
、
業
務
量
と
職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

な
が
ら
、
財
政
的
に
も
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
ど
の
よ
う
に
業
務
の
取
捨
選
択
を
行

い
、
業
務
量
を
管
理
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

民
生
委
員
活
動
の
課
題
解
決
の
取
り
組
み
状
況

質
　
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、
民
生
委
員
活
動
の
重
要

性
や
活
動
負
担
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
。
課
題
解
決
に
向
け
、

市
が
行
っ
て
い
る
検
討
段
階
を
具
体
的
な
実
施
段
階
に
移
す

べ
き
だ
。
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

定
数
の
増
を
県
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
２
名
の
増
が

決
定
し
た
。
民
生
委
員
の
協
力
員
は
、
現
在
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
い
て
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
巡

回
相
談
員
と
の
連
携
を
強
化
す
る
具
体
的
方
向
を
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
地
区
会
長
会
議
で
意
見
交
換
を
継
続
し
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
皆
様
と
一
緒
に
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
改
善

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
政
策
形
成
・
検
証
の
デ
ー
タ
有
効
活
用

○
無
作
為
抽
出
で
選
ば
れ
た
市
民
と
の
対
話

○
現
場
情
報
が
わ
か
る
資
料
づ
く
り

（
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）
）
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雄


